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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど 

一般質問（要旨）
 

議
員
な
ど
提
出

◆
条
例
等
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

〇
茨
城
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
決
議

○
県
立
高
校
入
学
者
選
抜
学
力
検
査
の
採
点
ミ
ス
事
案
に
関
す
る
原
因
究

明
の
徹
底
、
責
任
の
明
確
化
及
び
再
発
防
止
の
徹
底
を
求
め
る
決
議 

  

知
事
提
出

◆
令
和
三
年
度
当
初
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
三
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
令
和
二
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
二
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
三
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
基
金
条
例

○
茨
城
県
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金

条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
及
び
茨
城
県
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お

け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

 

ほ
か
二
十
一
件

◆
条
例
の
廃
止

○
つ
く
ば
み
ら
い
都
市
計
画
事
業
伊
奈
・
谷
和
原
丘
陵
部
一
体
型
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
を
定
め
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
に
つ
い
て

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て
（
茨
城
中
央
工
業
団
地
（
笠
間
地

区
）
事
業
用
地
）

 

ほ
か
十
七
件

◆
人
事

○
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

○
茨
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
霞
ケ
浦
北
浦
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に

つ
い
て

「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
０
」   ※5
へ
の
取
り
組
み

ことば ※3【スクールソーシャルワーカー】…主に社会福祉士や精神保健福祉士の資格を持った福祉の専門家。児童生徒が抱える問題に対し、さまざまな機関と連携しながら、解決に向けた支援を行っている。
※4【フリースクール】…不登校児童生徒に対し、学習活動、教育相談、体験活動などの活動を行っている民間の施設。
※5【Live１１０】…１１０番の通報者がスマートフォンによるビデオ通話を行い、通報現場の状況を撮影し警察に伝送するシステム。

議
員　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
国
・
県
・
市

町
村
が
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
、
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
接
種
体

制
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

接
種
体
制
の
構
築
に
は
、
会
場

と
医
療
従
事
者
の
確
保
、
副
反
応
な
ど

の
安
全
面
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
県

は
市
町
村
に
対
し
、
計
画
策
定
や
医
師
・

看
護
師
な
ど
の
確
保
が
困
難
な
場
合
の

調
整
な
ど
の
支
援
を
行
う
。
専
門
的
な

相
談
窓
口
の
設
置
や
副
反
応
へ
の
対
応

の
た
め
の
研
修
会
も
行
い
、
安
心
し
て

接
種
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。 

議
員　

災
害
の
復
旧
復
興
に
大
き
な
力

と
な
る
の
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
あ
る
。
そ
の
重
要
性
を
県
民
全
体
に

啓
発
し
、
本
条
例
を
実
効
性
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

県
広
報

紙
に
よ
る
情
報
発
信
や
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
募
集
を
通
じ
た
共
助
意
識
の
醸
成

な
ど
の
ほ
か
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
迅
速
な
設
置
・
運
営
に
向
け

市
町
村
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
意
識
向

上
を
図
る
な
ど
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
重
要
性
を
啓
発
し
て
い
く
。

議
員　

一
九
九
〇
年
代
に
は
十
八
か
所

あ
っ
た
保
健
所
を
一
昨
年
に
九
か
所
に

削
減
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
追
い
打
ち

を
掛
け
た
の
は
保
健
所
の
弱
体
化
で
あ

り
、
人
口
二
十
万
人
に
一
か
所
の
設
置

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

保
健
所
の
抜
本
的
再
編
に
よ
る

体
制
強
化
が
な
け
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
対
応

は
極
め
て
困
難
だ
っ
た
が
、
業
務
が
大

幅
に
増
加
し
た
た
め
、
応
援
職
員
派
遣

な
ど
に
努
め
て
き
た
。
引
き
続
き
応
援

体
制
を
維
持
す
る
ほ
か
、
保
健
師
を
増

員
し
、
さ
ら
な
る
体
制
強
化
を
図
る
。

議
員　

女
性
の
自
殺
を
食
い
止
め
る
に

は
、
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
雇
用

環
境
の
悪
化
へ
の
対
策
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
若
者
へ
の
支
援
に
も
力
を
入
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
雇

用
対
策
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

県
の
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

相
談
体
制
の
強
化
な
ど
に
努
め
た
結
果
、

約
六
百
件
の
就
職
が
実
現
し
た
。
今
後

は
、
多
く
の
女
性
が
活
躍
す
る
介
護
分

野
で
の
職
業
訓
練
の
充
実
強
化
や
就
職

面
接
会
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
、
マ
ッ

チ
ン
グ
機
会
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。 

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
者
が
増

加
す
る
一
方
、
食
品
ロ
ス
問
題
も
深
刻

で
あ
る
。
削
減
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

と
し
て
余
剰
な
食
品
な
ど
を
分
配
す
る

市
民
活
動
を
強
力
に
支
援
し
て
ほ
し
い
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

家
庭
な
ど
へ
の

啓
発
活
動
に
よ
り
、
食
品
ロ
ス
問
題
が

広
く
認
知
さ
れ
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
引

き
続
き
、
啓
発
活
動
や
、
関
係
者
間
が

情
報
共
有
す
る
場
の
提
供
な
ど
に
よ
り
、

食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、

自
殺
対
策

の
推
進
、

飲
食
業
界

へ
の
支
援

な
ど
も
質

問
）

議
員　

映
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
警
察

と
共
有
で
き
る
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
０
は
、

県
民
の
安
心
安
全
を
守
る
上
で
革
新
的

な
技
術
で
あ
る
。
本
県
で
も
速
や
か
な

導
入
が
期
待
さ
れ
る
が
、
所
見
は
。

警
察
本
部
長　

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
０
と
同

様
の
機
能
を
持
つ
「
１
１
０
番
映
像
通

報
シ
ス
テ
ム
」
が
、
令
和
三
年
度
中
に

全
国
の
警
察
で
導
入
さ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
た
。
茨
城
県
警
察
で
も
、
広
報
啓

発
活
動
に
よ
り
県
民
へ
使
用
方
法
の
周

知
を
図
り
、
効

果
的
に
活
用
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
東
京

圏
か
ら
ヒ
ト
を

呼
び
込
む
施
策
、

事
業
者
支
援
な

ど
も
質
問
）

議
員　

教
員
の
長
時
間
勤
務
 ※1
の
解
消

に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。
変
形
労
働

時
間
制
 ※2
の
導
入
を
見
送
っ
た
理
由
は
。

教
育
長　

時
間
外
勤
務
の
縮
減
に
向
け
、

部
活
動
指
導
員
な
ど
外
部
人
材
の
活
用

な
ど
に
努
め
て
き
た
。
昨
年
か
ら
は
十

二
校
を
働
き
方
改
革
モ
デ
ル
校
に
指
定

し
、
超
過
勤
務
縮
減
の
取
り
組
み
を
進

め
、
今
後
こ
の
成
果
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
全
学
校
に
横
展
開
す
る
。
長
時

間
勤
務
の
縮
減
推
進
が
先
決
と
考
え
、

変
形
労
働
時
間

制
の
導
入
は
当

面
見
合
わ
せ
た
。

（
ほ
か
に
、
な
め

が
た
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
、
開

発
行
政
の
課
題

な
ど
も
質
問
）

議
員　

不
登
校
児
童
生
徒
が
過
去
最
多

と
な
る
中
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
へ
の

き
め
細
か
な
支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に

と
っ
て
支
え
と
な
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
 ※3
を
増
員
す
る
。
ま

た
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
 ※4
と
連
携
し
た

支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た
に
運
営

経
費
や
授
業
料
の
一
部
を
助
成
す
る
ほ

か
、
活
動
内
容
を
広
報
す
る
な
ど
、
安

心
し
て
利
用
で

き
る
環
境
を
整

え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
里

親
制
度
の
推
進
、

メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
な

ど
も
質
問
）

山中　たい子 議員
日 本 共 産 党
つ く ば 市 選 出 

一括方式

石塚　隼人 議員
いばらき自民党
坂東市・五霞町・境町選出 

一括方式

保
健
所
の
体
制
強
化

教
員
の
長
時
間
勤
務
の
改
善

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
用
対
策

遠藤　　実 議員
県民フォーラム
那 珂 市 選 出

分割方式

萩原　　勇 議員
いばらき自民党
龍ケ崎市・利根町選出

一括方式

食
品
ロ
ス
の
削
減
と

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
支
援

小
中
学
校
に
お
け
る

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
の
整
備

「
茨
城
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、

促
進
す
る
た
め
の
条
例
」の
普
及
促
進

ことば ※1【教員の長時間勤務】…文部科学省では、公立学校教員の勤務時間上限の目安を、1か月当たり超過勤務45時間以内と規定。本県教員のうち超過勤務45時間以上は、小学校で64％、中学校で81％（令
和元年7月文部科学省調査）。

※2【変形労働時間制】…公立学校の教員が、1か月を越え1年以内の期間において、平均して1週間あたりの勤務時間が38時間45分となることなどを条件として、勤務時間を配分することを認める制度。

子どもたちに向けて熱心に授業する教員

就職面接会の様子
速やかな映像通報システムの導入を

（通信指令室の様子）

市民団体によるフードパントリー
（食料品配布会）の様子


